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静脈血管においては、いずれも 10°未満（ 2 件：7.1°、7.5°）であった。  






～20 度より最小値、最大値共に範囲は広く 7.1～28.1°であり、標準偏差値も 6.1°と
血管モデルの 3.7°に比べ大きい結果であった。  
解剖学的に皮静脈の深さは表皮から 1mm～10mm と個体差があり (堀他,2009)、25mm の
22G 留置針を用いた場合、針長の半分(12.5mm)で血管に到達するには、表皮が 1mm と薄
い場合、刺入角度θ＝ Arcsin(sinθ)=4.58 度であり、表皮が 10mm と厚い場合、刺入角
度θ ’＝Arcsin(sinθ ’)=45.84 度となる。すなわち、患者の皮静脈の深さによって刺入角






本研究は第 16 回日本看護医療学会学術集会（平成 26 年 9 月)にて発表予定である。  
